
17序　五島慶太翁が描いた夢の舞台の幕が上がった

　記念誌「熱誠」の刊行にあたり、五島育英会を代

表してご挨拶申し上げます。　　

　本法人は、昭和30年、東急グループを創設した

五島慶太が初代理事長となり、学校法人武蔵工業大

学と学校法人東横学園の合併により、発足いたしま

した。

　五島慶太は、事業家としての長い経験から「事業

は人なり」の哲学を持ち、その重要性を実感してお

り、又自身教育者として教壇に立った経験もありま

した。人づくりの原点はまさに教育にありとの強い

信念を持ち、すでに戦前の昭和14年には、みずか

ら東横学園の前身である東横商業女学校を創立し、

真の総合学園の実現に向けて着実にその歩を刻もう

としておりました。そして、この東横商業女学校を

出発点とし、前述のとおり昭和30年本法人を設立

した後、いくつかの学校法人との合併・吸収を行い

ながら、紆余曲折を経て、現在、大学から幼稚園ま

での８校の学校に、約12,000人の学生・生徒等が

学ぶ東京都市大学グループへと発展を遂げた次第で

ございます。

　私どもは、東京都市大学グループの祖である五島

慶太が築き、作り上げてきた歴史と伝統の重さを充

分認識し、その遺志である、社会に適応できる、個

人として高い力量を持った質の良い人材を育成する

ことを私どもの社会的使命として、より魅力ある学

校づくりに邁進していかなければなりません。

　この発刊は、単に創設者の功績をたたえるもので

も、偉人伝として継承していこうとするものではあ

りません。創設者がどのような「想い」「こころざし」

をもって学校を設立し、経営してきたのか、改めて

認識し、その思想を共有することによって職員が一

丸となって、より良い東京都市大学グループを目指

すことを願うものであります。都市大グループとは

何か。この存立基盤の原点とアイデンティティを学

生・生徒等のみならず教職員全員が共有していただ

きたいと考えます。

刊行にあたって

学校法人　五島育英会　

　理事長　安達　功
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　五島慶太翁が亡くなって半世紀以上が過ぎ、その

名を知る人も数少なくなってきた。翁の支援を何ら

かの形で受けた五島育英会傘下の学校の関係者と言

えど翁の業績や人となりをよく知る人は今では多く

ない。また、世間で五島慶太翁の名を記憶している

人は、その大半の認識は鉄道を中心とした大コンツ

ェルンを創った稀代の辣腕経営者であるという認識

とともに、一方では強引な企業買収を行ない強盗慶

太のあだ名をつけられた事業家であって、悪名と言

えるような印象さえあるのではないかと思われる。

　かく言う私も割合最近までもそうした世間のイメ

ージのある部分を五島慶太翁に持っていたと言わね

ばならない。1958年に大学を出て就職した先は東

京地下鉄、当時の帝都高速度交通営団であり、そこ

の中堅社員の多くは1940年代に五島慶太翁の率い

る東京高速鉄道の株式買い占めにより、その傘下に

飲み込まれた東京地下鉄会社の社員であった方々で

あった。したがって、そこで聞く翁は横暴な事業家

との印象を与えるものであった。

　しかし、本書の原稿を詳細に読み、翁の書かれた

文章、残された講演の肉声の録音を聴くと、強力な

事業家としての翁が同時に教育に熱意を持ち、国民

生活の向上を強く期待し、国家100年の発展を熱望

する理想家であり、伝統文化と芸術を愛する文化人

であったことが改めて理解できる。

　教育や文化活動へ強い関心を持った翁の遺志は、

その後の東急グループの各学校への支援のほか、グ

ループのいくつもの財団が行う文化芸術の振興事業

や文化ホールの経営、さらには留学生支援の活動な

どの形で今に残されていると言える。

　2009年３月30日に渋谷のホテルで開かれた東京

都市大学グループ発足の式典、それに続くオーチャ

ードホールでのベートーベンの第９交響曲を中心と

する大コンサートは、創設や発展の経緯はそれぞれ

異なるが慶太翁の支援に基づき五島育英会により経

営されている８つの学校が、１つのグループとして

多様な協力へ向けて新たに歩み出す大きなエポック

であった。本書の中で明らかにされているように傘

下の各学校をこのような一つの学園として統合する

ことは教育を通じて社会の発展を目指した慶太翁が

強く望んでいたものであった。東横学園女子短期大

学の発展的改組に始まり、武蔵工業大学の東京都市

大学への改称、それに続く五島育英会傘下の各学校

の東京都市大学付属校化へと進み、この時を期して

これらの学校は１つの総合学園となり、ここに慶太

翁の考えた学園が形の上で完成したことになった。

　翁は総合学園が形の上だけでなく、内容において

も我が国有数の教育・研究の場になることを期待し

ていたことは本書の中で示された翁の言葉を見るま

でもなく明らかである。また、本書に描かれている

翁の事業の長期的な構想とリスクを恐れない実行を

みるとき、将来を見据えての研究・教育分野の拡充、

国際的な人材養成、施設・設備の充実など、多くの

分野にわたる大きな構想とその実現への努力がいま

私たちに求められていると言えよう。本書の刊行を

機に翁の理想がここで再び見つめ直され、本学が一

層、世間から高く評価され、社会に貢献する学園と

なるよう、関係者一同が力を合わせて前向きに進み

たいと願っている。

刊行によせて

東京都市大学グループ

　総長　中村英夫



19序　五島慶太翁が描いた夢の舞台の幕が上がった

　記念誌「熱誠」刊行にあたり、同じ東急グループ

の学校法人であり、五島慶太氏を通じて浅からぬご

縁のある亜細亜学園を代表してご挨拶申し上げます。

　昭和31年、亜細亜学園の創立者である太田耕造

学長は、当時学園の窮境を打開し、発展向上の道は

いかにして実現できるかと苦慮し、協力してくれる

実業家を探しておりましたが、東京急行電鉄株式会

社五島慶太会長（当時）との面談の結果、五島会長

は亜細亜学園の経営引き受けを快諾され、理事長へ

就任されました。以降それまで財政難から中止され

ていた校舎建築が進み、その後本学園が急速な発展

を遂げるスタートとなりました。五島会長はまさに

本学園の中興の祖となられたわけでございます。

　太田学長は、のちに、「五島氏は計算主義に徹し

た人であったが、氏の計算主義は機械主義的計算と

いうことでなく、先ず人間であることが第一前提の

計算主義で、人間の能力の限度を知ってのことであ

ったものと思う。人の最善、最大を尽し、しかも至

誠をかたむけて事に当たれということである。」又、

一方で「氏は『夢見る人』であった。（中略）希望が

あり、夢がある。計算に計算外の夢を織り込むこと

が大事であると思う。五島氏はこれが化体者であっ

た。」と語っておられます。（「亜細亜学園50年」より）

　五島慶太会長が教育事業に情熱を傾けてこられた

のは、戦後混乱期から高度成長期に向けて資源も何

もない我が国が、よって立つところは人材の育成、

即ち教育しかないと考え、若者が我が国の発展に大

きく貢献し、世界に冠たる日本となることを「夢見

た」からに違いありません。

　この刊行によって、本学園にとっても深いかかわ

りをもたれる五島慶太翁の教育事業の足跡やその思

想にふれることができるのは、誠に喜ばしいことで

あります。

　本発刊を心よりお祝い申し上げます。

刊行によせて

学校法人　亜細亜学園

　理事長　上條清文
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１．本文は原則として常用漢字、新仮名づかいによった。

２．引用文の場合は原文を尊重したが一部常用漢字、新仮名づかいに直した。

３．資料に表記されている漢数字は算用数字に直した。

４．年号については1980（昭和55）年のように併記した。

５．敬称は特別な場合を除き省略した。

凡例
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